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傍聴に是非お越しください。
お知らせ

次回の定例会は
6月 8日予定
次回の定例会は
6月 8日予定

議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。
ぜひお越しください。車椅子席もあります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。

TEL 935-1262　FAX 935-7070

メールアドレス：gikai@town.shime.lg.jp
議会事務局は町役場４階です

【議会広報特別委員会】
発
行
責
任
者

大
西
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議
長

委
員
長

牟
田
口
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史
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長

吉
田
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作
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丸
山
　真
智
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野
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寺
田
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和

議会事務局紹介（新体制）

世利局長平山係長

し
め
議
会
だ
よ
り
　第
86
号

◇
発
行
・
福
岡
県
志
免
町
議
会

◇
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会  

〒
８
１
１
│

２
２
９
２
　
福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
志
免
中
央
１
丁
目
１
│
１

◇
発
行
日
・
平
成
30
年
5
月
１
日
　
◇
印
刷
・
株
式
会
社 

博
多
印
刷

　

毎
月
、
誕
生
月
に
３
歳
児
健

診
を
案
内
し
て
い
ま
す
が
、
４

月
の
３
歳
児
健
診
は
36
名
が
来

ら
れ
ま
し
た
。

　

３
歳
は
成
長
、
発
達
の
節
目

と
な
る
時
期
で
、
内
科
、
歯
科

検
診
で
健
康
的
に
成
長
、
発
達

を
し
て
い
る
か
な
ど
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で

見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
育
児
や
食
事
の
悩
み
を

相
談
し
た
り
、
フ
ッ
素
塗
布
な

ど
も
行
い
、
充
実
し
た
健
診
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
で
は
大
泣
き
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
両
親
に
励
ま

さ
れ
な
が
ら
嫌
な
こ
と
で
も
で

き
る
様
子
か
ら
精
神
的
な
成
長

を
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
健

診
の
待
ち
時
間
も
大
切
で
、
同

じ
月
齢
の
子
が
集
ま
る
貴
重
な

機
会
で
も
あ
る
の
で
、
遊
び
な

が
ら
お
子
さ
ん
の
成
長
を
見
比

べ
そ
の
子
に
合
わ
せ
た
育
児
を

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い

け
る
よ
う
な
健
診
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

（
健
康
課　
記
）

フッ素塗布

待ち時間

しめ 平成30年（2018）5月1日発行
第８6号 福岡県志免町議会

議会だより

・平成30年度一般会計予算修正案　可決
　窓口改革推進事業削除  2～5p

・平成29年度補正予算 可決
　1億883万円　減額  6p

・議員提案による条例制定 可決
　志免町受動喫煙防止条例  
　政務活動費に関する条例の改正  8～9p

３
月
定
例
会

3 歳児健診

だいじょうぶだ
よー
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３月
定例会

３
月
定
例
会
は
、
２
日
か
ら
22
日
ま
で
21
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
23
件
を
可
決
、
１
件
を
継
続
審
査
。
意
見
書
１
件
を
可
決
。

一
般
質
問
は
３
月
５
日
、
６
日
の
２
日
間
で
８
人
が
行
い
ま
し
た
。

３年連続、当初予算を修正
平成30年度一般会計135億円から

134億3002万円 可決
（窓口改革推進事業）削除6998万円

町税は6年連続で増収　前年度より9498万円増
寄附金は志免町おうえん寄附金が前年度より2億8500万円増
地方交付税は前年度より5569万円減
国県支出金は臨時的な事業の保育所整備補助金1億5370万円増、国宝重要文化財等保存整備費補
助金1億1544万円増

・住宅新築資金等貸付事業 1261万円（全員賛成可決）
・国民健康保険 42億8277万円（全員賛成可決）
・後期高齢者医療 5億7599万円（賛成多数可決）

平成30年度　当初予算　特別会計

総務費
志免町おうえん基金積立金（ふるさと納税関連）　前年度より　6514万円増

消防費
粕屋南部消防組合分担金　前年度より　4032万円増※福岡都市圏消防通信指令業務委託料

民生費
障害児通所支援給付事業　前年度より　6464万円増※児童通所サービス利用者増の見込み
障害者自立支援給付事業　前年度より　5745万円増※障害福祉サービス利用者増の見込み

・水道事業収益 10億1888万円
・水道事業費用 9億885万円 （全員賛成可決）

・下水道事業収益 11億3879万円
・下水道事業費用 10億6153万円 （全員賛成可決）

平成30年度　公営企業会計

入ってくる
お金

使うお金
町税
53億87万円
39.5％

地方交付税
17億4061万円
13.0％

国庫支出金
19億9858万円
14.9％民生費

61億9050万円
46.1％

衛生費
18億5087万円
13.8％

土木費
5億8402万円　4.3％

消防費
5億5343万円　4.1％

教育費
13億8656万円　10.3％

公債費
10億8227万円　8.1％

地方譲与税
9100万円　0.7％

町債
6億3540万円　4.7％

利子割交付金
300万円　0.0％

配当割交付金
1500万円　0.1％

株式等譲渡所得割交付金
1500万円　0.1％

地方消費税交付金
7億4500万円　5.6％

自動車取得税交付金
4000万円　0.3％

地方特例交付金
4200万円　0.3％

交通安全対策特別交付金
1100万円　0.1％

分担金及び負担金
2億8245万円　2.1％

使用料及び手数料
2億4456万円　1.8％

県支出金
11億569万円　8.2％

財産収入
904万円　0.1％

寄附金
3億5500万円　2.6％

繰入金
2億3381万円　1.7％

予備費
3922万円　0.3％

議会費
1億1572万円　0.9％

繰越金
3億円　2.2％

諸収入
2億6201万円　2.0％

農林水産業費
1億634万円　0.8％

商工費
5814万円　0.4％

総務費
14億6295万円　10.9％

（賛成多数）

予
算
常
任
委
員
会

�

全
員
賛
成

何
の
情
報
提
供
も
な
く
、
唐
突

に
提
案
・
説
明
資
料
も
希
薄

　

わ
か
り
や
す
い
窓
口
対

応
や
便
利
な
手
続
を
目
指

し
、
窓
口
改
修
を
行
う
と
し

て
、
全
額
一
般
財
源
で
予
算
額

６
９
９
８
万
４
千
円
の
予
算
が

上
程
さ
れ
た
。

　
何
の
情
報
提
供
も
な
く
、
唐

突
に
提
案
・
説
明
資
料
も
希
薄

で
、
現
状
を
分
析
し
た
コ
ン
サ

ル
の
評
価
も
高
く
、
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
も
よ
い
の
に
、
な

ぜ
改
革
な
の
か
。

　
窓
口
改
革
で
は
な
く
職
員
の

働
く
環
境
の
改
善
で
は
な
い

か
。
時
間
を
か
け
、
皆
で
検
討

す
べ
き
。
小
手
先
だ
け
で
中
身

が
な
い
な
ど
、
厳
し
い
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
今
議
会
は
３
年
連
続
し
、
議

会
に
よ
る
一
般
会
計
予
算
の
一

部
削
除
、
修
正
が
起
こ
っ
た
。

　

議
会
軽
視
と
な
ら
な
い
よ
う

お
互
い
緊
張
感
を
持
っ
て
自
治

運
営
に
対
峙
す
べ
き
と
い
っ
て

き
た
。
４
度
目
が
な
い
よ
う
に

町
長
み
ず
か
ら
自
戒
し
、そ
の
上

で
組
織・職
員
の
指
導・教
育
に

邁
進
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

反
対
討
論�

末
藤　
省
三

　
一
般
会
計
予
算
の
修
正
案
に

反
対
で
は
な
く
、
も
と
も
と
の

原
案
に
反
対
で
あ
る
。

　
今
年
は
５
年
に
一
度
の
生
活

扶
助
基
準
の
見
直
し
の
年
で
あ

る
。
国
民
健
康
保
険
の
改
悪
が

開
始
さ
れ
る
。

　

住
民
の
暮
ら
し
は
疲
弊
し

き
っ
て
い
る
。
住
民
の
暮
ら
し

の
実
態
に
目
を
向
け
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
反
対
。
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30年度当初  予算　主な事業
新規

※債務負担行為

看護小規模多機能型居宅介護施設設置事業
●3075万円（全額県より補助）
　看護と介護を一体的に提供できる施設の設置を行う。

私立認可保育園補助事業
●1億7291万円
　亀山保育園の園舎建て替え工事費等。定員を60名増員。
　負担割　国2/3、町1/12、事業者1/4。町の負担金1921万円。

非常用電源設備設置事業
●443万円
　災害時、災害対策本部及び業務継続に最低限必要とする電力を確保するもの。

産前、産後サポート事業
●339万円（国1/3、県1/3補助）
　妊娠中から産後4カ月頃までを安定した状態で過ごせるよう相談・支援・仲間づくりを行う。

拡充
町制80周年記念事業
●395万円
　町制80周年記念行事等を実施するための準備
費。

健康しめ21推進事業
●454万円
　健康しめ21推進計画（中間見直し）作成に伴う
増額。

学校英語活動支援事業
●1236万円
　小中学校へＡＬＴ派遣時間数が増加されるため。

学童保育所運営事業
●7157万円（国・県よりの補助金と利用料を含む）
　学童保育利用料の非課税世帯等に対する減免制度を開始。（県より1/2の補助）

※一つの事業や事務が単年度で終了せずに、後年度に於いても「負担＝支出」をしなければならない場
合には、議会の議決を経て、その期間と額を確定するものです。

住民基本台帳ネットワークシステム機器リース料
●平成30年度から平成34年度まで　1117万円
　住民基本台帳ネットワークが平成31年1月末に契約終了し更新する。

図書館システム機器リース料
●平成30年度から平成34年度まで　2274万円
　図書館システムが平成30年11月末に契約終了し更新する。

統合型地理情報システム（GIS）データ更新業務委託
●平成30年度から平成32年度まで　2967万円
　データ更新業務を複数年契約し計画的に実行していく。

電話交換機器リース料
●平成30年度から平成34年度まで　1216万円
　平成30年12月末に契約終了し再リースする。

2019年　志免町は町制80周年を迎えます
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臨  時  会
平成30年２月５日

条
例
の
改
正

○�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　

�　
平
成
29
年
人
事
院
勧
告
に
基
づ

く
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

　
公
布
の
日
か
ら
施
行

�

全
員
賛
成

○�

特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　

�　
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規

定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
※�

特
別
職
と
は
…
町
長・副
町
長・

教
育
長

　
公
布
の
日
か
ら
施
行

�

全
員
賛
成

○�

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　

�　
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
所
要
の
規
定

の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
公
布
の
日
か
ら
施
行

�

全
員
賛
成

補
正
予
算

○�

平
成
29
年
度
一
般
会
計

　
６
０
３
９
万
円　
増

　
総
額
１
３
１
億
９
７
３
４
万
円

�

全
員
賛
成

主
な
も
の

歳��

入

　
保
育
所
運
営
費
負
担
金

　
（
国
）　
１
７
９
０
万
円　
増

　
（
県
）　
１
５
４
９
万
円　
増

歳��

出

　
私
立
教
育
保
育
施
設
運
営
事
業

　
５
０
６
５
万
円　
増

　
（�

認
可
保
育
園
５
園
、
認
定
こ
ど

も
園
２
園
、
小
規
模
保
育
施
設

１
園
、
町
外
施
設
）

　

�　
国
の
施
策
と
し
て
、
私
立
保
育

園
の
教
育
・
保
育
の
提
供
に
携
わ

る
人
材
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上

を
図
る
た
め
、人
件
費
の
加
算（
処

遇
改
善
等
）
を
行
う
も
の
。

○�

国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計

　
35
万
円　
増

　
総
額　
53
億
４
２
７
９
万
円

�

全
員
賛
成

○�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
11
万
円　
増

　
総
額　
５
億
８
２
２
１
万
円

�

全
員
賛
成

平成29年度補正予算

1億883万円　減額　総額130億8851万円
全員賛成で可決
補正の主なもの

平成29年度特別会計補正予算

一　般　会　計

●志免町おうえん寄附金 1億500万円増
　 予想を上回る寄附があった。

●財政調整基金繰入金 1億5200万円減
　 今年度の財政調整基金の繰入れがなくなった。
（町債）
●志免・宇美線整備事業債 670万円減
　 町の負担金が減額になり、町債ではなく一般財源とした。 

歳 入

●ふるさと納税推進事業 6738万円増
　 納税額が増えて返礼品代の増額によるもの。

●個別予防接種委託料 2600万円減
　 予防接種・ガン検診等の見込み数減のため。

●町道補修工事費 700万円減
　 町道の工事減のため。

●介護保険広域連合負担金 4475万円減
　 介護給付費の実績見込み減額に伴うもの。

●広域ごみ処理施設事業負担金 3030万円減
　 修繕費・薬品費の減。

●粕屋南部消防組合負担金 889万円減
　 救急車の寄贈による。

歳 出

後期高齢者医療特別会計 41万円減
総額　5億8222万円

賛成多数　可決

国民健康保険特別会計 1億9776万円減
総額　51億4502万円

全員賛成　可決

平成29年度公営企業会計補正予算

水道事業会計
（事業収益） 1369万円減

総額　12億1220万円
（事業費） 2433万円減

総額　8億5924万円
全員賛成　可決

流域関連公共下水道事業
（事業収益） 742万円減

総額　11億6780万円
（事業費） 801万円減

総額　11億2029万円
全員賛成　可決
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条　　　　例
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を

改
正
し
、
納
付
金
に
つ
い
て
の
項
目
を
追
加
す
る
も
の
。

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

賛
成
多
数　
可
決

税率の改正

医療給付費分 後期高齢者
支援納付金分 介護納付金分

所得割 6.70％ 2.30％ 2.30％
均等割 20,500 円 7,500 円 9,000 円
平等割 24,500 円 8,500 円 8,000 円

（改正前）

医療給付費分 後期高齢者
支援納付金分 介護納付金分

所得割 6.80％ 2.40％ 2.30％
均等割 22,000 円 7,500 円 9,000 円
平等割 26,000 円 8,500 円 7,000 円

（改正後）

※この税率は県が示した標準税率を基に改正した。

・�所得が低い世帯に対しての 7割、5割、2割の軽減につ
いては変更ない。
・�国保被保険者であった人が後期高齢者医療制度に移行し
たことにより、同一世帯の他の国保被保険者が 1人だけ
となった場合の「特定世帯」及び「特定継続世帯」の軽
減制度も変更はない。

お
う
え
ん
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
金
の
増
加
に
伴
い
、
返
礼
品
等
の
経

費
と
し
て
多
額
の
一
般
財
源
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
基
金

と
し
て
積
み
立
て
る
額
を
寄
付
金
の
額
か
ら
経
費
を
除
い
た
額
と
す

る
。

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

全
員
賛
成　
可
決

特
別
職
の
職
員
で
臨
時
又
は
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
条
例
の
一
部
に
「
交
通
安
全
指
導
員
」
を
新
た
に
加
え
、
志
免
町

交
通
安
全
指
導
員
設
置
規
則
に
基
づ
き
、
会
議
等
公
務
に
出
席
し
た

と
き
は
、
費
用
弁
償
２
０
０
０
円
を
支
給
す
る
も
の
。

継
続
審
査　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　
こ
れ
ま
で
後
期
高
齢
者
医
療
に
は
、
県
を
ま
た
ぐ
住
所
地
特
例
の

規
定
が
な
か
っ
た
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

※�

住
所
地
特
例
：
施
設
に
入
所
す
る
場
合
に
は
住
民
票
を
移
す
前
の

市
町
村
が
、
引
き
続
き
保
険
者
と
な
る
仕
組
み
。

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

全
員
賛
成　
可
決

公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
一い

つ

の
公
園
に
設
け
る
運
動
施
設
の
敷
地
面
積
の
総
計
は
、
当
該
公

園
の
敷
地
面
積
の
１
０
０
分
の
50
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
も

の
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

全
員
賛
成　
可
決

議
員
提
案
に
よ
る
条
例
制
定

志
免
町
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
制
定

　

た
ば
こ
の
煙
が
人
の
健
康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か

で
、
国
も
健
康
増
進
法
改
正
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
未
成
年
者
及
び

町
民
が
、
た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
健
康
被
害
を
避
け
、
町
民
の
健
康
で

快
適
な
生
活
の
維
持
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
条
例
を
制
定
。

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行提

出
者
：
会
派
・
大
樹　
二
宮
美
津
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
庄
信
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
上　
順
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牟
田
口
武
史

修
正
し
た（
幼
稚
園
を
追
加
な
ど
）原
案
を
全
員
賛
成　
可
決

志
免
町
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
「
領
収
書
等
支
払
の
証
明
に
な
る
も
の
の
写
し
」
を
「
領
収
書
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
書
類
」
に
改
め
る
。

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

提
出
者
：
牟
田
口
武
史

　
　
　
　
野
上　
順
子

　
　
　
　
牛
房　
良
嗣

　
　
　
　
寺
田　
秀
和

　
　
　
　
丸
山
真
智
子

　
全
員
賛
成　
可
決

下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

⑴
、
下
水
道
（
排
出
す
る
水
質
基
準
を
改
正
す
る
も
の
）

　

汚
水
の
水
質
基
準
の
見
直
し
を
行
い
、
新
た
に
「
り
ん
含
有
量
」

ほ
か
３
つ
の
項
目
を
追
加
す
る
。

⑵
、
下
水
道
に
影
響
を
与
え
る
排
水
に
つ
い
て
規
制
を
行
う
こ
と
を

定
め
る
も
の
。

　
汚
水
排
出
基
準
を
満
た
さ
な
い
事
業
所
な
ど
に
、
基
準
に
適
合
す

る
よ
う
に
除
害
施
設
（
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
等
）
の
改
修
を
求
め
、

守
ら
な
い
場
合
は
排
水
の
制
限
や
停
止
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

⑶
、
滞
納
処
分
に
関
す
る
事
務
を
委
任
す
る
も
の
。

　
町
長
が
委
任
し
た
上
下
水
道
課
の
職
員
が
、
滞
納
処
分
に
関
す
る

事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
滞
納
処
分
職
員
証
の
携

帯
を
義
務
付
け
。

公
布
の
日
か
ら
施
行

全
員
賛
成　
可
決

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

無
償
譲
渡
す
る
財
産　
建
物
：
亀
山
保
育
園

無
償
譲
渡
の
相
手
方
：
社
会
福
祉
法
人　
相
和
会

　
亀
山
保
育
園
を
平
成
30
年
度
か
ら
民
営
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
公

募
に
よ
り
選
定
し
た
相
手
方
に
対
し
、
建
物
を
無
償
で
譲
渡
す
る
こ

と
で
、
安
定
的
な
保
育
事
業
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

無
償
譲
渡
す
る
日
：
平
成
30
年
４
月
１
日

町の憲法
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

学
童
保
育
に
つ
い
て

多
く
の
待
機
児
童
が
生

じ
る

　
対
策
に
つ
い
て
30
年
度
か
ら

の
委
託
先
で
あ
る
シ
ダ
ッ
ク
ス

と
協
議
。
当
面
は
三
年
生
ま
で

は
全
員
受
け
入
れ
る
。

　
今
後
追
加
申
し
込
み
が
あ
れ

ば
、
待
機
の
可
能
性
も
あ
る
。

学
童
保
育
待
機
児
童
対
策

に
つ
い
て

検
討
委
員
会
を
開
催
し

三
点
を
協
議

⑴�

地
域
こ
ど
も
教
室
事
業

　

�　
抽
選
で
も
れ
た
約
４
割
の

児
童
が
参
加
で
き
な
い
た

め
、
従
前
の
１
８
０
名
を

３
０
０
名
に
増
員
し
た
い
と

の
こ
と
で
詳
し
い
資
料
の
提

出
を
求
め
説
明
を
受
け
た
。

　

�　
長
期
休
み
の
間
だ
け
で
も

予
算
を
つ
け
て
公
民
館
等
の

お
願
い
も
必
要
で
は
。
他
団

体
か
ら
の
申
請
も
現
行
と
同

じ
対
応
で
す
べ
き
と
要
請
。

⑵�

町
内
会
へ
の
協
力
依
頼

　

�　
町
長
自
ら
、
放
課
後
児
童

対
策
に
つ
い
て
、
協
力
依
頼

を
行
う
と
の
こ
と
。

　

�　
委
員
よ
り
、
金
額
や
開
催

時
間
な
ど
行
政
の
考
え
を

し
っ
か
り
詰
め
て
お
願
い
を

す
べ
き
と
の
声
が
出
さ
れ

た
。

⑶�

そ
の
他
の
団
体
に
つ
い
て

　

�　
ま
ち
の
魅
力
推
進
課
で
実

施
す
る
行
政
提
案
型
協
働
事

業
を
活
用
し
、
小
学
生
の
放

課
後
対
策
を
行
う
団
体
を
募

集
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
最
終
日
ま
で
に
申
し
込

み
は
な
く
、
問
題
点
な
ど
詳

し
く
分
析
し
、
実
施
で
き
る

提
案
事
業
に
す
べ
き
と
提

案
。

亀
山
保
育
園
の
民
営
化
に

つ
い
て

定
数
１
５
０
名
を

１
８
０
名
に

　

１
８
０
名
定
員
に
す
る
と
、

待
機
の
多
い
一
歳
児
の
定
員
が

学
校
校
庭
施
設
の
現
状
に

つ
い
て

議
会
報
告
会
で
の
指
摘

を
受
け
視
察

　
東
校
区
の
方
よ
り
東
中
学
校

の
野
球
の
ボ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト
を

越
え
外
に
飛
び
だ
し
、
近
隣
住

民
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
い
る
と

の
声
が
あ
り
視
察
し
ま
し
た
。

　
現
在
３
ｍ
の
ネ
ッ
ト
が
設
置

し
て
あ
り
対
応
さ
れ
て
い
た

が
、
沿
道
か
ら
は
ボ
ー
ル
が
見

え
ず
危
険
で
あ
り
、
高
い
安
全

柵
を
設
置
す
る
な
ど
、
早
急
に

対
応
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

介
護
予
備
軍
、
保
健
師

の
家
庭
訪
問
等
で
把
握

　
介
護
予
防
事
業
対
象
者
を
把

握
す
る
た
め
に
、
高
齢
者
生
活

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の
結

果
で
把
握
。
ま
た
介
護
保
険
申

請
で
非
該
当
と
な
っ
た
方
た
ち

も
合
わ
せ
て
５
３
８
名
に
保
健

師
が
家
庭
訪
問
等
を
行
っ
て
い

る
。

　
そ
の
中
で
該
当
し
た
介
護
予

備
軍
の
方
に
高
齢
者
通
所
型
介

護
予
防
事
業
（
４
医
療
機
関
に

委
託
）
を
紹
介
し
、
参
加
さ
れ

て
い
る
。

　
中
に
は
介
護
保
険
に
移
行
さ

れ
た
方
も
あ
る
が
、
数
年
間
は

水
際
で
移
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
委
員
会
と
し
て

も
力
を
入
れ
る
べ
き
事
業
な
の

で
、
不
参
加
の
方
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
問
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
他
の
課
と

も
連
携
し
、
公
民
館
で
実
施
の

他
の
事
業
の
紹
介
や
、
体
験
だ

け
で
も
し
て
い
た
だ
く
よ
う
働

き
か
け
て
い
る
と
の
こ
と
。

う
き
う
き
ル
ー
ム
、
新

し
い
参
加
者
も
増
加

　
一
般
高
齢
者
対
象
の
地
域
生

き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
（
う

き
う
き
ル
ー
ム
）
は
参
加
者
か

ら
メ
ニ
ュ
ー
が
多
く
て
楽
し

い
、
家
で
も
体
操
を
行
っ
て
い

る
等
の
評
価
が
あ
り
、
口
コ
ミ

で
参
加
者
が
増
え
て
い
る
と
の

こ
と
。

　
未
実
施
の
１
町
内
会
に
対
し

て
も
実
施
を
お
願
い
で
き
な
い

か
要
望
し
た
。

障
害
児
・
障
害
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

２
事
業
所
へ
の
視
察
を

実
施

　
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
及
び
Ｂ

型
を
行
っ
て
い
る
「
サ
カ
セ
ル

空
港
前
事
業
所
」（
志
免
町
別

府
）
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
販
売

を
通
し
て
、
地
域
で
働
き
た
い

と
願
う
障
害
者
の
就
労
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
利
用
者
は
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
づ

く
り
や
袋
詰
め
を
し
な
が
ら
、

「
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
」
と

元
気
に
答
え
て
あ
り
ま
し
た
。

　
所
長
は
楽
天
市
場
で
の
注
文

が
多
い
が
、
今
後
も
運
営
を
安

定
さ
せ
た
い
と
の
こ
と
。

　
児
童
発
達
支
援
及
び
放
課
後

デ
イ
を
行
っ
て
い
る
「
つ
ぼ

み
」（
志
免
町
吉
原
）
は
重
度

心
身
障
害
児
を
中
心
に
受
入
れ

を
行
っ
て
い
る
。

　
相
談
支
援
専
門
員
で
あ
る
管

理
者
の
方
は
今
後
、
家
族
の
レ

12
名
増
え
る
。

　
又
国
の
保
育
料
無
償
化
等
の

対
策
に
よ
り
、
今
後
も
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
認
め
た
。

　
保
育
所
の
お
む
つ
の
対
応
に

つ
い
て
、
紙
・
布
の
選
択
制
を

望
む
声
が
あ
る
と
の
委
員
よ
り

の
質
問
が
あ
り
、担
当
課
よ
り
、

今
後
は
私
立
保
育
園
の
対
応
状

況
な
ど
勘
案
し
、
対
応
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
の
返
答
で
し

た
。

通
学
路
の
そ
の
後
に
つ
い

て南
小
の
通
学
路
（
桜
丘

一
丁
目
）
３
月
下
旬
に

施
工
終
了

うきうきルーム

志免東中防球ネット

南小通学路

ス
パ
イ
ト
（
休
息
）
も
支
援
し

て
い
き
た
い
と
熱
く
語
ら
れ
て

い
た
。

　

就
労
の
場
や
、
療
育
等
の

サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
充
実
し
て
い

く
よ
う
に
要
請
し
た
。

元気に楽しく働いています！
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辞
職
願
を
承
認

　
３
月
15
日
付
け
で
、
近
藤
辰
也
議
員
よ
り
、
体

調
不
良
の
た
め
志
免
町
議
会
議
員
を
辞
職
し
た
い

と
の
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
最
終
日
に
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
辞
職
に
よ
り
新
た
に
、

　
宇
美
志
免
衛
生
施
設
組
合
議
会

�

古
庄　
信
一
郎　
議
員

　
志
免
炭
鉱
ぼ
た
山
対
策
特
別
委
員
会

�

安
河
内　
信
宏　
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
第
２
回
志
免
町
議
会
定
例
会
に
つ
い

て
協
議
。
第
29
号
議
案
に
議
員
提
案
に
よ
る
志
免

町
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
が
提
案

さ
れ
た
の
で
、特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
す
る
。

　
最
終
日
に
議
員
提
案
に
よ
る
志
免
町
議
会
政
務

活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
が
提
出
さ
れ
る
。

　
会
期
中
に
全
員
協
議
会
を
開
催
。
協
議
内
容
は

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
外
部
検

証
委
員
会
の
検
証
結
果
に
つ
い
て

　
閉
会
中
の
審
議
案
件

⑴�

政
務
活
動
費
に
つ
い
て
、
議
会
だ
よ
り
へ
支
出

報
告
一
覧
表
を
掲
載
、掲
載
方
法
は
継
続
審
議
。

　

�

報
告
書
類
の
閲
覧
は
、
総
務
課
へ
手
続
を
経
る

こ
と
な
く
、
閲
覧
で
き
る
と
す
る
。

　

�

支
出
領
収
書
は
原
本
・
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
書

類
を
添
付
す
る
。

⑵�

長
期
欠
席
・
療
養
中
の
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、

継
続
審
議
。

⑶�

議
員
の
団
体
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
二
元
代
表

制
の
一
方
で
あ
る
議
会
と
し
て
の
立
場
を
考

え
、
行
政
施
策
に
関
す
る
団
体
に
は
議
長
・
副

議
長
は
参
画
し
な
い
と
す
る
。

議　案　名 採
決
結
果

寺
田　
秀
和

牟
田
口　
武
史

安
河
内　
信
宏

吉
田　
大
作

助
村　
千
代
子

野
上　
順
子

丸
山　
真
智
子

牛
房　
良
嗣

古
庄　
信
一
郎

二
宮　
美
津
代

末
藤　
省
三

○⇒賛成　●⇒反対

―⇒退席　欠⇒欠席
志免町特別職の職員で臨時又は非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例の制定について 継続審査

志免町おうえん基金条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

志免町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

志免町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

志免町公園条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

志免町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の無償譲渡について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

志免町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減
少及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 29年度志免町一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 29年度志免町国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 29年度志免町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝

平成 29年度志免町水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 29年度志免町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第１
号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30年度志免町一般会計予算 修正案を含む
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝

平成 30年度志免町公共施設公益施設整備拡充基金特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30年度志免町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30年度志免町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30年度志免町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝

平成 30年度志免町水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 30年度志免町流域関連公共下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

志免町受動喫煙防止条例の制定について 修正案を含む
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

志免町議会政務活動費の交付に関する条例一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国の負担で学校給食の無償化を求める意見書 採択 ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３月定例会賛否結果表

提
出
者　
末
藤　
省
三
議
員

学
校
給
食
の
無
償
化

　
昨
年
９
月
時
点
で
83
市
町
村
で

学
校
給
食
の
無
償
化
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

　
一
部
補
助
を
し
て
る
市
町
村
も

あ
る
の
で
か
な
り
の
保
護
者
や
関

係
者
か
ら
の
要
望
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
よ
っ
て
国
の
負
担
で
学
校
給
食

の
無
償
化
を
求
め
る
。

賛
成
多
数　
可
決

賛
成
討
論　
吉
田　
大
作
議
員

　
文
部
科
学
省
は
す
で
に
学
校
給

食
無
償
化
に
関
す
る
全
国
調
査
に

乗
り
出
し
て
い
る
。

　
給
食
費
は
校
納
費
の
４
分
の
３

を
占
め
、
負
担
が
大
き
い
。

　
昨
年
の
衆
院
選
で
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
掲
げ
て
い
る
党
も
あ
る
。
こ

の
事
業
は
与
野
党
共
同
で
取
り
組

む
べ
き
。 意

　
見
　
書

議
会
運
営
委
員
会

新体制の議会運営委員会

　
３
月
議
会
中
、
末
藤
委
員
長
よ
り
、
委
員
長
辞

任
願
が
提
出
さ
れ
承
認
。
後
任
に
丸
山
議
員
が
選

出
。
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ズバリ町政を問う

※桜は志免町花です

会
議
録
に
基
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集
で
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
会
議
録
（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館

に
置
く
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問

順
と
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
政
全
般
（
一
般
事
務
・
事

務
の
執
行
状
況
・
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
）
に
つ

い
て
、
町
長
な
ど
執
行
機
関
の
考
え
を
議
員
個
人
と

し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

質
問
の
内
容
は
事
前
に
通
告
し
、
持
ち
時
間
30
分
の

範
囲
内
で
※
１
問
１
答
で
行
い
ま
す
。

　
※
質
疑
、
答
弁
を
理
解
す
る
ま
で
繰
り
返
す
方
法

二宮美津代　議員��������15P
①まちづくりに子ども若者の力を
②住宅セーフティネット法の周知

牛房良嗣　議員���������16P
①町長の本気と実行力に期待

助村千代子　議員��������17P
①国の支援活用で受動喫煙対策を
②病児体調不良児対応型の実施を

寺田　秀和　議員��������18P
①消防団員の減少をどうするのか
②高齢者の免許返納について

野上　順子　議員��������19P
①町内会の現状と課題は
②できるだけ近くに支援学校を

丸山真智子　議員��������20P
①マイナンバーカードの広報・活用
②施設利用、町民視点で改善を

古庄信一郎　議員��������21P
①合併、リーダーシップで進めよ
②福祉巡回バス運行14年、見直しを

末藤　省三　議員��������22P
①社会保障の減額をどう考えるか

二宮 美津代 議員

まちづくりに子ども若者の力を
答弁／継続した仕組づくりを検討する

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
の
周
知

答
弁
／
法
を
熟
知
し
広
報
を
行
い
周
知
す
る

二
宮　
我
が
町
に
は
、
子
ど
も

を
大
人
と
と
も
に
志
免
町
を
つ

く
っ
て
い
く
仲
間
、
意
見
表
明

や
参
加
す
る
権
利
を
保
障
し
た

「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」
志
免

町
の
資
源
は
「
人
」
と
し
、
町

政
に
参
加
を
促
す
「
み
ん
な
の

参
画
条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
い

る
。

　
子
ど
も
の
意
見
が
施
策
に
反

映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　
計
画
策
定

時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で
取

り
入
れ
て
い
る
。

二
宮　
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
法
（
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に

対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促

進
に
関
す
る
法
律
）
が
、
昨
年

10
月
に
改
正
さ
れ
た
。

　
空
き
家
が
増
え
る
傾
向
を
踏

ま
え
、
有
効
活
用
す
る
狙
い
も

あ
る
。

　
高
齢
者
、
低
所
得
者
、
障
害

者
、
子
育
て
世
帯
な
ど
住
宅
確

保
要
配
慮
者
の
現
状
把
握
は
。

福
祉
課
長　
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
部
分
し
か
わ
か
ら
な
い
。

二
宮　
要
配
慮
者
へ
の
入
居
差

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長　
条
例

策
定
時
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

高
校
生
の
参
加
が
あ
っ
た
。

二
宮　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
継
続

的
な
参
加
へ
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
子
ど
も
の
意
見
を
そ
の

場
限
り
で
は
な
く
、
長
期
的
な

目
線
で
継
続
的
な
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
す
る
。

二
宮　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
町
へ
の
思
い
が
醸
成

別
の
解
消
が
目
的
だ
が
、
町
は

こ
の
事
業
を
ど
う
進
め
る
の

か
。

都
市
整
備
課
長　
当
事
者
の
方

に
情
報
提
供
を
ど
の
よ
う
に
行

う
か
協
議
を
し
、
事
業
に
生
か

す
。

二
宮　

相
談
窓
口
や
法
の
周

知
、
今
後
の
見
守
り
支
援
体
制

は
。

都
市
整
備
課
長　
広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
制
度
の

活
用
を
検
討
す
る
。

さ
れ
る
。
子
ど
も
や
若
者
の
力

を
行
政
に
生
か
す
取
り
組
み
を

検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
形
と

な
る
よ
う
に
す
べ
き
。

町
長　
関
係
課
と
し
っ
か
り
協

議
を
し
て
い
く
。

二
宮　
子
ど
も
や
若
者
が
相
談

し
や
す
い
体
制
づ
く
り
と
し

て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
が
大
事

で
は
。

町
長　
し
っ
か
り
機
会
を
捉
え

て
進
め
て
い
く
。

子どもの権利条例　カルタ大会
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牛房 良嗣 議員

牛
房　
子
ど
も
に
と
っ
て
待
っ

た
な
し
の
２
つ
の
課
題
に
つ
い

て
。

　
１
つ
目
は
「
中
学
生
30
％
に

や
る
気
と
自
信
を
」
数
学
、
国

語
の
授
業
で
わ
か
ら
な
い
、
わ

か
り
に
く
い
と
答
え
た
生
徒
が

30
％
、
改
善
さ
れ
ず
毎
年
続
い

て
い
る
。

　
30
％
は
35
人
ク
ラ
ス
で
い
え

ば
10
人
。

　
志
免
中
一
学
年
８
ク
ラ
ス
な

ら
80
人
。

　
東
中
は
４
ク
ラ
ス
で
40
人
。

　
両
中
学
、
３
学
年
で
は
志
免

中
学
２
４
０
人
。
東
中
１
２
０

人
も
の
生
徒
が
授
業
中
、
手
を

挙
げ
ら
れ
な
い
、
声
も
か
け
ら

れ
ず
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い

る
。

　
現
場
の
対
応
策
は
。

仲
村
参
事　
校
長
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
学
級
補

助
員
と
共
に
支
援
強
化
を
し
て

い
き
た
い
。

町
長　
授
業
を
聞
い
て
も
わ
か

ら
な
い
と
言
う
事
は
問
題
。

　
習
熟
別
の
ク
ラ
ス
分
け
も
検

討
し
て
い
る
。

牛
房　
学
校
の
ト
ッ
プ
、校
長・

副
校
長
は
30
％
の
グ
ル
ー
プ
を

担
当
し
、
若
手
の
先
生
と
一
緒

に
な
っ
て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
教

育
を
。

　
そ
し
て
一
人
一
人
の
生
徒
を

大
切
に
育
て
る
姿
、
あ
る
い
は

子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
し
て
い

る
姿
を
見
た
と
き
、
先
生
に
対

し
て
尊
敬
と
感
動
を
覚
え
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

校
長
、
全
先
生
の
一
丸
と

な
っ
た
本
気
の
取
り
組
み
に
期

待
し
た
い
。

　
二
つ
目
の
子
ど
も
に
と
っ
て

の
待
っ
た
な
し
の
課
題
は
、
英

語
学
習
の
取
組
み
「
18
年
19
年

が
移
行
期
間
、
２
０
２
０
年
か

ら
の
指
導
要
領
改
革
の
一
番
は

小
中
高
大
英
語
教
育
の
高
度

化
」
で
す
。

　

小
学
校
３・
４
年
生
外
国
語

活
動
35
時
間
、
５・
６
年
生
の

英
語
は
正
科
と
な
り
70
時
間
の

ハ
イ
レ
ベ
ル
と
な
る
。

　

移
行
期
２
年
は
文
科
省

指
示
の
学
習
時
間
で
な
く
、

２
０
２
０
年
の
英
語
学
習
時
間

の
前
倒
し
で
対
応
す
べ
き
で
あ

る
。

　

理
由
は
小
学
１・
２
年
生
か

ら
の
早
期
取
組
み
、
幼
児
英
語

支
援
等
々
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

志
免
町
の
小
学
校
英
語
教
育
は

周
辺
自
治
体
に
大
き
く
遅
れ
を

取
っ
て
い
る
。

　

移
行
期
間
の
前
倒
し
は
当

然
。

仲
村
参
事　
移
行
期
間
に
つ
い

て
は
、
文
科
省
の
指
示
に
従
い

実
施
。

助村 千代子 議員

病
児
体
調
不
良
児
対
応
型
の
実
施
を

答
弁
／
前
向
き
に
捉
え
て
い
き
た
い

助
村　
受
動
喫
煙
は
、
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
人
が
他
人
の
た
ば

こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
。

　
そ
の
煙
に
は
有
害
物
質
が
含

ま
れ
、
健
康
被
害
が
及
ぶ
事
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
受
動
喫
煙

が
原
因
（
肺
が
ん
、
脳
卒
中
、

心
疾
患
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候

群
等
）
で
死
亡
す
る
人
は
、
国

内
で
年
間
１
万
５
０
０
０
人
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。

　
健
康
増
進
法
で
、公
共
施
設・

飲
食
店
な
ど
に
受
動
喫
煙
防
止

の
努
力
義
務
が
課
さ
れ
た
が
、

効
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
。

　
国
は
、
受
動
喫
煙
対
策
支
援

助
村　
病
児
保
育
の
体
調
不
良

型
は
、
保
育
園
に
通
っ
て
い
て

突
然
子
ど
も
が
、
具
合
が
悪
く

な
っ
た
、
熱
が
出
た
様
な
と
き

に
勤
務
し
て
い
る
保
護
者
が
す

ぐ
に
迎
え
に
こ
ら
れ
な
い
状
況

の
時
に
、
保
育
園
の
医
務
室
等

で
看
護
師
が
一
時
的
に
預
か
る

制
度
で
す
。

　
保
護
者
か
ら
要
望
の
声
を
聞

く
が
、設
置
普
及
の
可
能
性
は
。

子
育
て
支
援
課
長　
保
育
中
の

児
童
が
体
調
不
良
と
な
っ
た
場

合
、
安
心
か
つ
安
全
な
体
制
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
体
調
不
良

児
対
応
型
な
ど
が
国
の
実
施
要

項
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

予
算
を
計
上
。

　
こ
の
制
度
を
使
っ
て
受
動
喫

煙
対
策
推
進
を
。

健
康
課
長　
ま
だ
法
律
案
が
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
受
動
喫
煙

対
策
と
し
て
専
用
室
を
整
備
す

る
際
、
費
用
の
助
成
を
行
う
と

し
、
33
億
円
が
予
算
計
上
さ
れ

て
い
る
。

助
村　
国
も
補
助
的
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。

　
ぜ
ひ
検
討
を
。

　
要
望
が
あ
れ
ば
、
実
施
に
向

け
協
議
し
た
い
。

助
村　
体
調
不
良
児
対
応
型
の

実
施
が
、
ひ
い
て
は
病
後
児
保

育
の
実
施
に
も
拡
大
し
て
い
く

と
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

町
長　
病
児
保
育
に
つ
い
て
は

要
望
を
聞
い
て
い
る
。

　
前
向
き
に
捉
え
た
い
。

　
該
当
者
へ
の
周
知
も
必
要
。

町
長　
国
の
動
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

助
村　
こ
の
予
算
法
律
が
決
ま

町長の本気と実行力に期待
答弁／総合教育会議の中で検討

国の支援活用で受動喫煙対策を
答弁／国の動向を踏まえて進めたい

牛
房　
今
回
の
課
題
は
中
学
、

小
学
生
の
進
路
将
来
に
か
か
わ

る
問
題
、
町
長
の
決
断
に
期
待

す
る
。

る
決
ま
ら
な
い
に
か
か
わ
ら
ず

に
使
え
る
。

　
受
動
喫
煙
対
策
予
算
を
活
用

し
て
、
住
民
の
健
康
を
守
っ
て

頂
き
た
い
。

ロゴマーク
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高
齢
者
の
免
許
返
納
に
つ
い
て

答
弁
／
返
納
事
業
で
啓
発
を
す
る

で
き
る
だ
け
近
く
に
支
援
学
校
を

答
弁
／
中
心
的
な
粕
屋
町
と
の
声
は
あ
る
が

寺
田　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

た
め
に
、
町
で
も
シ
ニ
ア
運
転

技
能
テ
ス
ト
な
ど
や
れ
な
い
の

か
。

生
活
安
全
課
長　
ド
ラ
イ
バ
ー

ス
ク
ー
ル
で
判
断
さ
れ
る
。

寺
田　
町
内
で
自
主
返
納
者
は

野
上　
先
般
の
雪
の
翌
日
、
古

賀
の
支
援
学
校
ま
で
、
３
時
間

か
か
っ
た
と
の
事
。

　
障
害
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
は

大
変
。

　
「
切
に
、近
く
に
」と
思
う
が
、

九
大
跡
地
に
誘
致
を
と
い
う
の

を
積
極
的
に
、
う
ち
の
町
の
町

長
か
ら
言
っ
て
ほ
し
い
。

何
人
返
納
さ
れ
て
い
る
か
。

生
活
安
全
課
長　
事
業
の
開
始

か
ら
、
現
在
は
58
名
が
返
納
さ

れ
て
い
る
。

町
長　
も
と
も
と
古
賀
ま
で
は

時
間
が
か
か
る
。
積
極
的
に
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

寺田 秀和 議員

寺
田　
消
防
団
出
初
め
式
で
団

員
の
減
少
が
見
え
た
。

　

今
年
の
新
入
団
員
は
何
人

か
。

生
活
安
全
課
長　

退
団
者
16

名
、
新
入
団
員
14
名
で
交
代
式

後
、
本
庁
新
規
採
用
職
員
が
入

団
す
る
。

寺
田　
消
防
団
員
勧
誘
を
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ポ
ス
タ
ー

で
町
民
に
Ｐ
Ｒ
を
さ
れ
て
い
る

が
、勧
誘
の
効
果
は
あ
っ
た
か
、

ま
た
新
し
い
勧
誘
方
法
を
考
え

て
い
る
の
か
。

生
活
安
全
課
長　
県
防
災
会
議

に
出
向
き
、
県
職
員
や
新
規
採

用
職
員
の
募
集
も
し
て
い
き
た

い
。

寺
田　

消
防
団
員
勧
誘
の
時

に
、
団
員
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば

一
緒
に
行
っ
て
助
言
を
い
た
だ

け
る
の
か
。

生
活
安
全
課
長　
相
談
が
あ
れ

ば
、
団
員
の
勧
誘
に
今
後
も
同

行
す
る
。

寺
田　
春
と
秋
の
防
火
週
間
期

間
中
で
、
住
民
と
消
防
団
の
距

離
を
縮
め
る
。

　
防
災
訓
練
を
体
験
す
る
体
験

入
団
や
、
説
明
会
を
開
く
考
え

は
あ
る
の
か
。

町
長　
消
火
活
動
で
中
学
生
は

危
険
性
は
少
な
い
が
、
小
学
生

は
危
険
性
が
あ
り
難
し
い
。

　
防
火
週
間
期
間
中
に
、
分
団

で
消
防
車
の
乗
車
会
や
防
災
訓

練
な
ど
を
通
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。

寺
田　
機
能
別
消
防
団
が
あ
れ

ば
団
員
の
勧
誘
活
動
、
広
報
活

動
な
ど
団
員
の
負
担
軽
減
に
な

り
、
団
員
の
加
入
促
進
に
も
な

る
。

　
ま
た
、
女
性
の
参
加
で
災
害

時
の
支
援
活
動
や
防
火
広
報
な

ど
が
あ
り
、
団
員
の
勧
誘
も
易

し
く
な
る
の
で
は
。

町
長　
機
能
別
消
防
団
に
は
女

性
の
役
割
も
あ
る
。

　
近
隣
町
で
は
女
性
消
防
団
も

あ
り
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

野上 順子 議員

野
上　
平
成
６
年
、
千
世
帯
を

越
す
町
内
会
の
見
直
し
を
す
る

た
め
の
、
行
政
区
分
割
が
行
わ

れ
た
。

　
今
ま
た
同
じ
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

町
長　
総
会
や
敬
老
会
の
時
に

公
民
館
に
入
れ
な
い
な
ど
、
支

障
が
で
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

校
区
ご
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

野
上　
問
題
を
抱
え
て
い
る
町

内
会
も
あ
る
の
で
は
。

　
職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
担

当
制
が
必
要
と
思
う
。

　
せ
め
て
モ
デ
ル
の
町
内
会
を

つ
く
り
配
置
し
て
ほ
し
い
。

ま
ち
の
魅
力
推
進
課
長　
職
員

の
担
当
制
に
つ
い
て
は
、
以
前

よ
り
研
究
し
て
い
る
。

野
上　
町
内
会
に
加
入
し
ま
せ

ん
か
、
と
い
う
加
入
を
促
進
す

る
条
例
を
作
っ
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。

　
地
域
の
見
守
り
が
必
要
に
な

る
高
齢
者
の
方
が
、
町
内
会
を

抜
け
て
い
か
れ
る
。

　
町
内
会
離
れ
を
非
常
に
心
配

す
る
が
、
対
策
は
。

町
長　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
最
た
る
も
の
が
、
公

民
館
と
思
っ
て
い
る
。

　

公
民
館
離
れ
が
な
い
よ
う
、

努
力
し
て
い
く
。

野
上　
敬
老
祝
い
金
の
受
け
取

り
で
、
体
が
悪
く
敬
老
会
に
も

行
け
な
い
人
へ
の
対
応
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
参
事　
基
本
的
に
は
敬

老
行
事
の
と
き
、
個
別
訪
問

し
、
配
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

野
上　
体
調
が
悪
い
の
で
取
り

に
こ
ら
れ
な
い
と
本
人
が
言
っ

た
ら
、
福
祉
課
が
持
っ
て
き
て

く
れ
る
の
か
。

福
祉
課
参
事　
言
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
職
員
が
対
応
す
る
。

消防団員の減少をどうするのか
答弁／団員と協働で勧誘につとめる

町内会の現状と課題は
答弁／支障が出ている事を認識
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丸山 真智子 議員

施
設
利
用
、
町
民
視
点
で
改
善
を

答
弁
／
利
用
や
管
理
が
し
や
す
く
変
え
た
い

丸
山　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を

行
政
と
住
民
に
と
っ
て
実
効
性

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

国
と
地
方
の
連
携
、
協
力
が
不

可
欠
で
す
。

　
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

総
務
課
長　
住
民
の
利
便
性
向

上
、
行
政
の
効
率
化
、
公
平
・

公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
社
会
基
盤
と
な
る
も
の
で

す
。

丸
山　
国
家
に
よ
る
国
民
の
監

視
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
心
配
す

る
面
も
あ
る
。

丸
山　
生
涯
学
習
館
や
体
育
施

設
の
有
効
活
用
と
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
い
う
視
点
で
、
改

善
の
余
地
は
な
い
の
か
。

　

窓
口
に
届
く
声
や
意
見
を
、

ど
う
吸
い
上
げ
て
い
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長　
公
益
性
、
他

と
の
整
合
性
を
考
慮
し
、
施
設

の
運
用
に
反
映
し
て
い
る
。

丸
山　
規
約
で
決
ま
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
る
が
、
町
民
の
立
場

で
使
い
勝
手
が
い
い
よ
う
に
改

善
で
き
な
い
の
か
。

　
対
策
は
。

総
務
課
長　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に

関
す
る
個
人
情
報
は
国
が
一
元

管
理
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
関
が
分
散
し
て
管
理

を
す
る
。

　
自
分
の
個
人
情
報
の
や
り
と

り
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

丸
山　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用

は
法
律
で
強
い
制
約
が
あ
る
。

　
一
方
、
カ
ー
ド
に
は
空
き
領

域
が
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
等
が

別
に
入
り
、
民
間
も
含
め
た
利

町
長　
利
便
性
の
い
い
利
用
方

法
に
変
え
て
い
け
れ
ば
と
思

う
。

丸
山　
老
朽
化
が
進
む
東
地
区

社
会
体
育
館
の
方
向
性
は
。

社
会
教
育
課
長　
東
保
育
園
等

の
関
係
課
と
現
在
協
議
中
で

す
。

そ
の
他
の
質
問

給
食
費
の
公
会
計
導
入
に
つ
い

て

用
が
可
能
。
図
書
館
の
カ
ー
ド

へ
の
展
開
も
で
き
る
の
で
は
。

社
会
教
育
課
長　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
数
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

丸
山　
カ
ー
ド
で
証
明
書
の
コ

ン
ビ
ニ
交
付
が
始
ま
っ
た
事

と
、
紛
失
し
た
場
合
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
番
号
の
周
知
徹
底

を
。

町
長　
普
及
に
つ
い
て
は
、
紛

失
し
た
場
合
と
か
利
便
性
を
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
。

古庄 信一郎 議員

古
庄　
私
も
、
合
併
は
志
免
町

に
と
っ
て
、
行
財
政
改
革
の
最

た
る
も
の
と
言
い
続
け
て
き
た

が
、
町
長
の
公
約
で
も
あ
る
。

　
任
期
も
一
年
、
町
長
の
考
え

は
。

町
長　
私
も
同
感
。

　
思
い
の
あ
る
町
同
士
が
ま
ず

一
緒
に
な
る
の
が
一
番
良
い
。

古
庄　
こ
の
狭
い
地
域
に
多
く

の
自
治
体
が
あ
り
、
全
く
無
駄

な
状
況
。

　
役
場
組
織
と
業
務
を
み
て
も

隣
町
と
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
同
じ
事
を
し
て
い
る
。

　

３
町
だ
と
職
員
６
０
０
人
、

人
件
費
45
億
円
。
職
員
は
減
ら

な
い
訳
で
、
業
務
へ
の
余
力
が

で
き
良
い
町
づ
く
り
が
で
き

る
。

　
ま
た
合
併
後
、
東
福
岡
市
な

ど
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
な
る
と
、

金
額
で
は
例
え
よ
う
が
な
い
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
な
る
。

　

合
併
は
首
長
同
士
が
腹
を

割
っ
て
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
を
共

有
し
合
え
る
絆
づ
く
り
が
大

事
。

　
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て

進
め
る
べ
き
。

町
長　
し
っ
か
り
一
年
間
、
話

を
し
て
行
き
た
い
。

福
祉
巡
回
バ
ス
運
行
14
年
、
見
直
し
を

答
弁
／
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
と
り
分
析
す
る

古
庄　
新
聞
報
道
で
、県
は「
県

交
通
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
７
」
で

市
町
村
を
ま
た
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
補
助
金
を

出
す
。
そ
の
一
候
補
に
須
恵
中

央
駅
と
志
免
の
厚
生
施
設
間
と

報
道
さ
れ
た
。
県
が
勝
手
に
や

る
訳
が
な
く
、町
の
係
わ
り
は
。

町
長　
都
市
圏
会
合
で
、
各
市

町
村
の
バ
ス
の
状
況
を
紹
介
し

た
。
進
ん
で
い
る
話
に
驚
い
て

い
る
。

古
庄　
須
恵
町
は
一
部
有
料
の

バ
ス
、
志
免
は
完
全
無
料
。
志

免
の
福
祉
巡
回
バ
ス
も
運
行
か

ら
14
年
、
こ
れ
を
契
機
に
利
用

実
態
調
査
を
行
い
、
課
題
を
把

握
し
事
業
の
再
評
価
を
す
べ

き
。

町
長　

必
要
が
あ
れ
ば
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
と
り
分
析
し
た
い
。

古
庄　
筑
紫
野
市
は
、
今
迄
の

福
祉
巡
回
バ
ス
に
加
え
、
30
年

度
か
ら
買
い
物
弱
者
に
配
慮
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

を
新
た
に
開
始
。

　
春
日
井
市
で
は
、
従
来
の
病

院
循
環
ル
ー
ト
と
施
設
連
絡

ル
ー
ト
を
新
設
。

　
志
免
も
買
い
物
難
民
の
地
域

が
あ
り
、
先
進
事
例
を
参
考
に

バ
ス
事
業
の
研
究
を
す
べ
き
。

町
長　
若
い
人
に
新
し
い
発
想

で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

マイナンバーカードの広報・活用
答弁／安全と利便性をアピールする

合併、リーダーシップで進めよ
答弁／残り一年間、話をして行きたい

総務省HPより
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追跡あん質問は
どうなったの？

公告掲示場の改善を早急に

　公告掲示場の設置から35年が経
過している。住民へ情報を提供す
る場として重要だが、改善してはど
うか。

　庁舎建設から35年が経過し老朽
化している。役場に来庁される方に
とってわかりやすいよう、場所の移
転を含めて平成30年度中に新しく
掲示場を設置したい。

補助団体の活動を精査し指導すべき

　補助金の妥当性についてチェック
すべき。

　平成30年度予算について、社会
福祉協議会運営補助事業の予算は
減額となっている。
　次年度以降も精査をおこなって
いく。

社会福祉協議会キャラクター 庁舎前の公告掲示場

末藤 省三 議員

末
藤　
生
活
保
護
の
削
減
を
実

施
す
れ
ば
、
47
の
低
所
得
者
向

け
の
医
療
、
福
祉
、
年
金
な
ど

の
施
策
に
影
響
が
出
て
く
る
。

　
主
な
も
の
に
、介
護
保
険
料
、

利
用
料
の
減
免
、
難
病
患
者
へ

の
医
療
費
助
成
、
保
育
料
、
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負

担
上
限
、
国
民
年
金
保
険
料
の

減
免
、
就
学
援
助
、
特
別
支
援

教
育
就
学
奨
励
費
、
中
国
残
留

邦
人
へ
の
給
付
、
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
の
入
所
家
族
へ
の
給
付

な
ど
、
各
課
に
影
響
が
あ
る
が

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
か
。

学
校
教
育
課　
生
活
保
護
基
準

が
変
わ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
と

こ
ろ
に
影
響
が
あ
る
か
、
説
明

は
出
来
な
い
。

　
就
学
援
助
、
幼
稚
園
就
園
奨

励
費
、
特
別
支
援
分
の
事
業
に

影
響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

減
額
に
よ
る
影
響
と
し
て
、

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
に
つ
い
て

は
、
補
助
基
準
の
階
層
が
変
わ

り
、
支
給
額
が
減
額
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

福
祉
課
参
事　
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
補
装
具
費
の
支
給
、
障

害
児
通
所
支
援
の
利
用
者
負
担

額
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基

づ
く
支
援
医
療
の
自
己
負
担
分

が
、
発
生
す
る
と
い
う
影
響
が

あ
る
。

子
育
て
支
援
課
長　
国
の
基
準

を
参
酌
し
て
、
町
で
決
め
て
い

る
。

　
第
２
階
層
の
非
課
税
世
帯
の

区
分
に
入
る
と
考
え
て
い
る
。

末
藤　
さ
ら
に
75
歳
以
上
の
医

療
費
２
割
負
担
の
対
策
は
。

住
民
課
長　
後
期
高
齢
者
の
人

口
は
毎
年
増
加
し
、
特
に
団
塊

の
世
代
が
、
後
期
高
齢
者
に
な

る
と
医
療
費
が
増
加
し
、
こ
れ

を
支
え
る
現
役
世
代
の
保
険
税

の
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
く

中
、
世
代
間
、
世
代
内
の
負
担

の
公
平
の
確
保
、制
度
の
確
保
、

及
び
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確

保
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
の
自
己
負

担
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

末
藤　
国
民
健
康
保
険
制
度
が

都
道
府
県
に
移
っ
て
く
る
が
、

社会保障の減額をどう考えるか
答弁／増減とも見直しが行われる

値
上
げ
に
な
る
と
思
う
か
。

　
ま
た
第
７
期
の
介
護
保
険
料

も
増
額
さ
れ
、
要
介
護
１
、２

を
介
護
保
険
の
給
付
か
ら
外
す

こ
と
は
財
政
審
の
建
議
の
中
身

で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ

れ
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
参
事　
第
７
期
の
介
護

保
険
の
事
業
計
画
の
策
定
の
段

階
で
、
対
象
外
と
な
っ
て
お

り
、
従
来
ど
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

介護保険パンフレット
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